
『
懐
風
藻
』
詩
所
引
の
故
事
と
風
景

1
大
津
皇
子
詩
と
中
国
文
学
と
の
比
較
か
ら
ー

加
　
藤
　
有
　
子

は
じ
め
に

　
私
は
こ
れ
ま
で
『
懐
風
藻
』
を
主
軸
に
比
較
文
学
を
専
門
に
研
究
し

て
き
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
『
懐
風
藻
』
所
引
の
故
事
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
こ
に
現

れ

る
風
景
に
関
し
て
中
国
文
学
と
の
比
較
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

　
そ

の
た

め

の

資
料
と
し
て
、
『
高
氏
三
宴
詩
集
』
（
以
下
『
高
宴
詩
』

と
略
す
）
と
、
補
足
資
料
と
し
て
『
蒙
求
』
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

　
か

つ
て
稿
者
は

『
高
宴
詩
」
の
詩
と
『
懐
風
藻
』
の
詩
の
比
較
を
行
っ

　
　
　
　
　
　
　
　

た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
冗
長
な
論
で
、
論
旨
が
流
れ
が
ち

に

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
石
崇
と
山
簡
の
故
事
を
整
理
だ
て
て
い
な
い

た

め
、
明
確
な
筋
道
が
見
え
て
い
な
い
。
本
稿
で
改
め
て
『
高
宴
詩
』

所
収
の
詩
群
と
の
比
較
を
行
い
、
そ
の
混
乱
を
正
し
た
い
と
思
う
。

　
『
高
宴
詩
』
は
、
お
よ
そ
高
宗
（
六
五
〇
～
六
八
三
年
在
位
）
か
ら

中
誉
宗
（
七
I
O
～
七
一
二
年
在
位
）
に
か
け
て
活
躍
し
た
人
々
を
中

心

に
、
高
正
臣
宅
で
行
わ
れ
た
宴
詩
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
四
唐
の

別
で
言

う
な
ら
初
唐
か
ら
盛
唐
頃
と
言
え
よ
う
。
同
じ
詩
が
『
全
唐
詩
』

に

も
ほ
ぼ
所
収
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
全
唐
詩
』
で
は
各
詩
人
別
に

分
散

し
て
い
る
た
め
、
宴
と
宴
詩
の
イ
メ
－
ジ
が
つ
か
み
に
く
い
o
そ

れ

に

対

し
て
、
『
高
宴
詩
』
の
形
に
な
っ
て
見
る
と
、
当
時
の
宴
と
詩

の

関
係
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
感
が
あ
る
。
ま
た
景
の
表
現
に
関
し

て

も
同
様
で
あ
る
。
『
懐
風
藻
』
の
研
究
者
の
中
で
は
『
高
宴
詩
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
こ

伝
来
を
否
定
す
る
論
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
出
典
と
し
て
の
意
味
合

い

は
元
よ
り
、
同
時
代
資
料
と
し
て
、
考
察
を
助
け
る
た
め
の
資
料
と

し
て
再
考
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
あ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
『
蒙
求
』
は
七
四
六
年
頃
成
立
し
た
と
思
わ
れ
て
い
る
。
『
蒙
求
』
自

体
を
『
懐
風
藻
」
（
七
五
一
年
成
立
）
の
詩
人
達
が
読
ん
で
詩
作
し
た

と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
資
料
が
限
定
さ
れ

て
い

る
場
合
、
可
能
な
資
料
か
ら
遡
上
す
る
の
は
、
日
本
文
学
研
究
で

は
常
套
で
あ
ろ
う
（
「
勧
学
院
の
雀
は
蒙
求
を
噂
る
」
『
宝
物
集
』
）
。
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『
蒙
求
』
の
元
に
な
っ
て
い
る
逸
話
や
故
事
は
、
『
懐
風
藻
』
詩
人
達
の

受
容

し
て
い
た
唐
の
初
頭
頃
に
存
在
し
、
唐
文
化
の
極
ま
る
開
元
頃
に

ま
と
め
ら
れ
た
の
が
「
蒙
求
』
で
あ
る
。

　
稿
者

は
『
懐
風
藻
』
の
素
地
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
思
想
や
知
識
を

探
そ
う
と
す
る
な
ら
、
必
然
的
に
そ
の
同
時
期
に
成
立
の
文
献
の
調
査

も
必
須
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　

V
F倒
載
帰
」
と
「
彰
沢
宴
」

　
ま
ず
、
『
懐
風
藻
』
の
次
の
二
首
の
詩
を
例
示
し
て
み
た
い
。

　

A
春
苑
言
宴

開
衿
臨
霊
沼
。
遊
目
歩
金
苑
。

驚
波
丑
ハ
弦
響
。
瞬
鳥
與
風
聞
。

　
　
　
　
　
大
津
皇
子

澄
徹
苔
水
深
。
晦
曖
霞
峰
遠
。

群
公
倒
載
帰
。
彰
沢
宴
誰
論
。

　

B
初
春
於
左
僕
射
長
王
宅
識
　
　
　
　
　
百
済
公
和
麻
呂
。

帝
里
浮
春
色
。
上
林
開
景
華
。
芳
梅
含
雪
散
。
徽
柳
帯
風
斜
。

庭
襖
將
滋
草
。
林
寒
未
笑
花
。
鶉
衣
追
野
坐
。
鶴
蓋
入
山
家
。

芳
舎
塵
思
寂
。
拙
場
風
響
謹
。
琴
樽
興
未
已
。
誰
載
習
池
車
。

　
近

年
の
注
釈
で
は
、
右
に
あ
げ
た
A
大
津
皇
子
「
春
苑
言
宴
」
の

r倒
載
帰
」
と
い
う
表
現
で
山
簡
、
「
彰
沢
宴
」
で
陶
淵
明
の
こ
と
を
、

次
の
B
百
済
公
和
麻
呂
の
「
初
春
於
左
僕
射
長
王
宅
議
」
は
「
習
池
車
」

と
い
う
表
現
で
山
簡
の
こ
と
を
詠
み
込
ん
で
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
き
て

い
る
。

　
本
節
で

は
、
右
に
あ
げ
た
二
つ
の
詩
の
、
特
に
A
大
津
皇
子
詩
の
諸

注
の
流
れ
を
見
な
が
ら
、
当
時
の
作
詩
背
景
を
も
う
一
度
掘
り
起
こ
し

て
み

た
い
。

　
『
懐
風
藻
』
の
旧
注
で
は
、
A
大
津
皇
子
詩
の
「
倒
載
帰
」
は
山
簡

の

故
事
で

あ
る
こ
と
に
異
論
が
無
い
。
し
か
し
「
彰
沢
宴
」
は
陶
淵
明

で

な
い
と
い
う
説
も
あ
る
。
釈
清
謹
『
新
釈
』
で
は
、

彰
澤

は
縣
の
名
、
今
日
の
江
西
省
湖
南
縣
の
東
三
十
里
。
晋
の
陶

淵
明
此
に
令
と
し
て
爲
る
。
陶
翰
が
「
遊
田
司
直
城
東
別
業
序
」

に

借
九
州
干
樂
府
。
移
三
典
干
頒
章
、
皆
我
願
尭
之
心
、
除
秦
之

政
、
所
以
偶
春
服
之
宴
也
、
山
簡
の
故
事
と
陶
翰
の
故
事
を
用
ゐ

て
、
以
て
今
日
の
盛
宴
を
頒
す
る
も
の
な
り
。
陶
侃
を
陶
翰
と
同

一
に

見
た

る
説
な
る
べ
し
。

と
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
た
林
『
新
註
」
も
、

（前
半
略
）
謹
公
（
鐸
清
謹
師
）
の
説
で
は
、
陶
翰
の
故
事
と
い

ふ
o
然
ら
ば
、
「
天
子
の
恩
徳
を
仰
い
で
、
春
服
の
宴
を
樂
し
む

所
以
、
皆
已
に
知
つ
て
を
る
。
謹
ん
で
聖
壽
万
歳
を
賀
す
る
」
と

い

う
こ
と
に
な
つ
て
、
詩
も
形
も
と
と
の
ふ
こ
と
に
な
る
。

と
あ
り
、
ど
ち
ら
も
陶
淵
明
が
県
令
に
な
っ
た
点
は
あ
げ
る
が
、
別
に
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典
拠
を
考
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
杉
本
『
懐
風
藻
』
が
、

山
簡
の
故
事
と
陶
淵
明
の
故
事
と
を
用
ひ
て
、
天
武
天
皇
の
御
宴

の

盛
観
を
頒
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
「
新
釈
」
に
は
、
陶
翰

の

「
遊
田

司
直
城
東
別
業
序
」
の
（
中
略
）
と
あ
る
を
引
き
て
、

（中
略
）
と
あ
り
、
然
れ
ど
も
彰
澤
と
あ
る
か
ら
に
は
陶
淵
明
の

故
事
な
る
べ
し
。
淵
明
は
陶
侃
の
曾
孫
な
り
。

と
述
べ
、
彰
沢
は
陶
淵
明
の
こ
と
と
す
る
。
更
に
陶
淵
明
の
こ
と
を
詳

説

し
、
F
飲
酒
」
詩
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
陶
淵
明
と
「
宴
」
と

の

関
係
に
関
し
て
は
触
れ
な
い
。
次
に
小
島
『
大
系
』
は
、

彰
沢

は
彰
沢
（
江
西
省
）
の
役
人
（
四
O
五
）
に
な
っ
た
陶
淵
明

（
二
六
五
－
四
二
七
）
を
さ
す
（
王
勃
、
春
日
序
「
横
琴
対
酒
、

陶
潜
彰
沢
之
遊
」
）

と
し
、
江
口
『
懐
風
藻
』
は
「
東
晋
の
陶
淵
明
の
こ
と
。
陶
淵
明
は
彰

沢
県
の
県
令
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
」
。
辰
巳
『
全
注
釈
』
は
、

陶
淵
明
が
江
西
省
湖
口
県
の
彰
沢
で
催
し
た
宴
会
。
（
中
略
）
唐

王
勃
集

「
三
月
曲
水
宴
」
に
「
彰
沢
官
去
河
陽
。
始
伝
田
園
帰
旧

国
」
と
あ
る
。

と
あ
り
、
杉
本
以
降
の
論
に
等
し
い
o

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
近
年
は
「
彰
沢
」
は
陶
淵
明
の
こ
と
を

詠
ん

で
い

る
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
稿
者
も
六
朝
か
ら
唐
ま
で

の

文
献
を
見
る
限
り
、
そ
の
点
は
こ
れ
ら
に
従
っ
て
良
い
と
考
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
諸
注
か
ら
は
、
陶
淵
明
が
彰
沢
の
令
を
し
て
い
た
こ
と
は

解

る
が
、
「
宴
」
に
関
す
る
資
料
は
今
ひ
と
つ
曖
昧
で
あ
る
と
言
え
る
。

唯
一
、
小
島
『
大
系
』
の
あ
げ
る
王
勃
の
序
が
近
い
表
現
を
感
じ
さ
せ

る
が
、
現
行
の
『
全
唐
文
」
の
通
用
本
文
に
は
小
島
『
大
系
』
の
指
摘

す
る
王
勃
の
序
は
無
く
、
ま
た
近
似
す
る
詩
文
も
無
い
o
更
に
唐
ま
で

の

資
料
に
お
い
て
は
、
未
だ
近
い
表
現
を
探
し
出
せ
て
い
な
い
。

　
小
島
の
指
摘
が
ど
の
系
統
の
本
文
か
ら
出
て
来
た
の
か
が
、
興
味
を

惹
か
れ

る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
今
回
は
そ
れ
以
外
の
文
献
か
ら
、
王

勃
の
序
で
も
見
え
る
よ
う
な
陶
淵
明
の
宴
を
考
え
て
見
た
い
。

　
『
懐
風
藻
』
注
釈
に
お
け
る
「
彰
沢
宴
」
の
資
料
の
曖
昧
な
原
因
は
、

唐
の
初
頭
ま
で
の
中
国
の
資
料
に
は
、
彰
澤
に
お
け
る
宴
の
あ
り
方
を

窺

わ
せ
る
資
料
が
ほ
と
ん
ど
無
い
か
ら
で
あ
る
。
陶
淵
明
自
身
の
詩
を

み

て

も
、
明
確
に
は
出
て
来
な
い
。

　
そ

こ
で
、
諸
注
の
指
摘
し
な
い
、
唐
の
同
時
代
の
資
料
を
当
た
っ
て

み

た
い
と
思
う
。
先
に
触
れ
た
『
蒙
求
』
の
、
F
陶
潜
蹄
去
」
を
引
用

す
る
。

晋
陶
潜
字
元
亮
、
薄
陽
人
、
大
司
馬
侃
曾
孫
。
少
懐
高
尚
、
博
学

善
属
文
。
穎
脱
不
覇
、
任
眞
自
得
、
郷
隣
所
貴
。
嘗
著
五
柳
先
生
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傳
以
自
況
。
時
人
謂
之
實
録
。
爲
彰
澤
令
。
在
縣
公
田
悉
令
種
杭

穀
。
爲
吾
常
酔
於
酒
足
　
。
妻
子
固
乞
請
種
杭
。
乃
使
一
頃
五
十

畝
種
杭
、
五
十
畝
種
杭
。
素
簡
貴
不
私
事
上
官
。
郡
遣
督
郵
至
縣
。

吏
白
、
磨
束
帯
見
之
。
潜
嘆
白
、
吾
不
能
爲
五
斗
米
折
腰
。
拳
拳

事
郷
里
小
人
邪
。
即
解
印
綬
去
縣
、
之
賦
蹄
去
來
。
後
徴
著
郎
不

就
。
又
不
螢
生
業
。
遇
酒
則
飲
。
嘗
言
夏
月
虚
聞
、
高
臥
北
菌
之

下
、
清
風
颯
至
、
自
謂
義
皇
上
人
。
性
不
解
音
、
畜
素
琴
一
張
。

弦
徽
不
旦
ハ
。

弦
上
聲
。

毎
朋
酒
之
會
、
則
撫
和
之
日
、
但
識
琴
中
趣
。
何
螢

右
の
引
用
で
は
、
陶
淵
明
と
酒
の
関
係
が
よ
く
見
え
て
く
る
。
一
つ
目

の

傍
線
で
は
、
彰
沢
の
県
令
だ
っ
た
頃
、
官
有
の
耕
作
田
に
全
部
酒
造

用
の
も
ち
粟
を
植
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
特
に
「
爲
我
～
」
は
、

こ
れ
で
酒
を
造
り
、
自
分
を
常
に
酔
わ
せ
て
く
れ
れ
ば
満
足
だ
。

と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
『
晋
書
』
に
も
見
え
る
。
次

の

二
番
目
の
傍
線
部
「
畜
素
～
」
の
部
分
は
『
南
史
』
に
も
近
い
表
現

は

見
え

る
が
、
『
蒙
求
』
が
初
に
収
録
か
と
見
え
る
。

飾
り
の
な
い
琴
を
一
張
り
持
っ
て
い
て
、
朋
友
と
の
酒
宴
の
会
に

は
、
い
つ
も
こ
の
琴
を
撫
で
て
歌
に
和
し
た
。

　
　
　
エ
　

と
あ
る
。
小
島
指
摘
の
王
勃
の
「
横
琴
対
酒
、
陶
潜
彰
沢
之
遊
」
も
、

ま
さ
に
こ
の
故
事
に
関
し
て
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
部
分
は
彰
沢
を
辞
し
て
か
ら
の
内
容
か
。

　
ま
た
、
『
蒙
求
』
で
は
他
に
「
武
陵
桃
源
」
「
淵
明
把
菊
」
も
あ
る
。

F武
陵
桃
源
」
で
は
、
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
の
内
容
を
ま
と
め
て

い

る
。
迷
い
込
ん
だ
漁
師
に
酒
を
用
意
し
鶏
を
つ
ぶ
し
て
御
馳
走
し
た

と
い
う
部
分
も
あ
る
。
「
淵
明
把
菊
」
で
は
「
陶
淵
明
は
酒
好
き
だ
っ

た

が
、
重
陽
の
節
句
に
酒
が
な
く
、
菊
を
把
っ
て
い
る
と
、
太
守
が
酒

を
贈
っ
て
く
れ
た
」
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
唐
の
初
め
頃
に
通
用
し
て

い

た
陶
淵
明
と
酒
の
逸
話
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
か
ら
推
測
す
る
と
、
唐
の
初
頭
か
ら
中
頃
に
か
け
て
、
陶
淵

明
の
「
酒
」
「
酒
之
會
」
に
関
す
る
逸
話
や
故
事
が
、
文
学
を
享
受
す

る
者
達
の
周
辺
で
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
王

勃
の
序
は
（
未
見
で
は
あ
る
が
）
端
的
に
そ
れ
を
表
現
し
て
い
る
が
、

『
晋
書
』
『
南
史
』
の
記
述
も
含
め
て
、
当
時
か
な
り
そ
の
逸
話
や
故
事

が
享
受
さ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
。

　
A
大
津
皇
子
詩
に
見
え
る
「
彰
沢
宴
」
に
戻
っ
て
考
え
て
み
る
と
、

こ
の
『
蒙
求
』
に
見
え
る
「
毎
朋
酒
之
會
、
則
撫
我
之
」
（
朋
友
と
の

酒
の

会
の
ご
と
に
琴
を
撫
で
て
歌
に
和
し
た
）
を
間
に
入
れ
て
考
え
て

み

る
と
わ
か
り
や
す
く
な
る
。

　

A
大
津
皇
子
詩
の
「
群
公
倒
載
帰
。
彰
沢
宴
誰
論
」
の
前
句
に
あ
た

る
「
驚
波
共
弦
響
。
睡
鳥
與
風
聞
」
の
「
弦
響
」
が
よ
り
際
だ
っ
て
解

釈
で

き
る
。
大
津
皇
子
の
出
席
す
る
宴
の
波
・
弦
・
鳥
・
風
の
音
は
、

一
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陶
淵
明
の
酒
宴
で
の
「
琴
の
音
と
そ
れ
に
和
す
歌
声
」
よ
り
も
素
晴
ら

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
『
蒙
求
』
を
『
懐
風
藻
』
詩
人
達
が
読
ん
で
い

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
『
蒙
求
』
は
唐
中
頃
ま
で
に
存
在

し
た
故
事
・
逸
話
を
集
あ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
自
体
が
唐
中
頃
、
そ

の

時
に
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
『
懐
風
藻
」
詩
人
達
が
主
に
受
容

し
て
い
た
の
は
六
朝
か
ら
唐
初
頭
こ
ろ
の
文
化
で
あ
る
が
、
特
に
唐
の

初
頭
頃
に
通
用
し
て
い
た
故
事
・
逸
話
の
一
つ
が
、
右
に
あ
げ
た
『
蒙

求
』
所
収
の
陶
淵
明
の
故
事
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
王
勃
序
の

「
横
琴
対

酒
、
陶
潜
彰
沢
之
遊
」
も
、
A
大
津
皇
子
詩
「
彰
沢
宴
誰
論
」

も
、
そ
の
よ
う
な
時
代
を
受
け
て
成
立
し
た
と
言
え
る
。
更
に
、
次
節

に

て
論
ず

る
『
高
宴
詩
』
の
詩
中
に
見
え
る
「
彰
澤
酒
」
も
同
様
な
位

置
関
係
に
あ
る
と
見
て
い
る
。

　
次

に
、
A
大
津
皇
子
「
春
苑
言
宴
」
詩
と
B
百
済
公
和
麻
呂
の
「
初

春
於
左
僕
射
長
王
宅
議
」
詩
に
見
え
る
山
簡
の
故
事
に
つ
い
て
考
え
て

み
た

い
。
こ
の
山
簡
の
故
事
は
『
晋
書
』
「
山
簡
伝
」
他
、
『
世
説
新
語
』

V仁
誕
」
・
『
藝
文
類
聚
』
「
池
」
’
同
r
謳
謡
」
・
『
樂
府
詩
集
』
「
雑
謡

歌
欝
」
な
ど
多
く
の
書
物
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
『
懐
風
藻
』
の
諸
注
は
『
晋
書
』
山
簡
伝
を
指
摘
し
た
後
、
補
足
的

に

右
の
文
献
を
あ
げ
て
い
る
。

　
諸
注
が
指
摘
す

る
こ
れ
ら
の
文
献
の
内
容
は
『
晋
書
』
山
簡
伝
と
大

き
く
は
異
な
ら
な
い
。
当
時
、
教
科
書
で
あ
っ
た
史
書
か
ら
の
影
響
関

係
が
最
優
先
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
先
の
陶
淵
明
の
引
用
に
合
わ
せ

て
、
あ
え
て
諸
注
の
指
摘
の
な
い

あ
げ
て
み
よ
う
。

『
蒙
求
』
「
山
簡
倒
載
」
を
参
考
に

晋
山
簡
字
季
倫
、
司
徒
濤
之
子
。
温
雅
有
父
風
。
永
嘉
中
爲
征
南

將
軍
、
鎭
裏
陽
。
四
方
憲
齪
、
天
下
分
崩
、
朝
野
危
擢
。
簡
優
游

卒
歳
、
唯
酒
是
耽
。
諸
習
氏
荊
土
豪
族
、
有
佳
園
池
。
簡
毎
出
多

之
池
上
、
置
酒
輻
酔
o
名
之
高
陽
池
、
時
有
童
見
歌
、

出
何
許
、
往
至
高
陽
池
、
日
夕
倒
載
婦
。
酩
酊
無
所
知
。

騎
馬
、
倒
著
自
接
雇
。
畢
鞭
向
葛
強
、
何
如
井
見
。
強
家
在
井
州
、

簡
愛
將
也
。

日
、
山
公

　
時
時
能

右
の
傍
線
部
の
部
分
が
当
該
部
に
あ
た
る
。
う
ち
「
倒
載
」
は
新
釈
漢

文
大
系
で
は
「
車
に
載
せ
て
い
っ
た
酒
食
を
傾
け
倒
す
こ
と
を
い
う
。

一
説
に

馬
に

後
向
き
に
乗
り
、
園
地
を
名
残
り
惜
し
く
見
な
が
ら
帰
る

と
す
る
が
、
次
の
句
に
騎
馬
の
こ
と
が
あ
る
の
で
、
重
複
す
る
」
と
解

す
る
。
ま
た
「
傾
け
倒
す
」
と
は
、
「
酒
壼
を
傾
け
尽
く
し
た
」
こ
と

と
い
う
。
こ
れ
は
『
世
説
新
語
』
「
仁
誕
」
の
当
該
箇
所
に
お
け
る
注

釈

「車
に
倒
れ
て
帰
る
」
解
釈
と
対
立
す
る
。
つ
ま
り
、
解
釈
の
方
向

性
と
し
て
、

■■

F酒
食
を
傾
け
倒
す
」
（
『
蒙
求
』
注
系
）

F茗
芋
し
て
倒
れ
臥
す
」
（
『
世
説
新
語
」
注
系
）
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ひ
じ

と
二
系
統
の
注
釈
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
『
蒙
求
』
系
と
『
世
説
新
語
』

系
と
で
お
お
よ
そ
右
の
違
い
に
別
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
一
海
知
義
氏

は
こ
れ
ら
の
「
倒
載
帰
」
を
音
声
の
側
か
ら
論
じ
ら
れ
、
「
人
事
不
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
も
　

で
ぶ
っ

た

お

れ

て
、
ね
て
し
ま
」
っ
た
と
解
す
る
。

　
A
大
津
皇
子
詩
の
「
倒
載
帰
」
の
解
釈
で
は
、
鐸
清
謹
『
新
釈
』
が

r酔
極
ま
れ
ば
包
で
も
何
で
も
倒
に
し
て
蹄
る
」
と
あ
り
、
林
『
新
註
』

と
杉
本
『
懐
風
藻
』
は
鐸
清
諦
『
新
釈
』
と
ほ
ぼ
同
じ
解
釈
で
あ
る
。

　
ま
た
小
島
大
系
は
「
宴
に
参
加
し
た
諸
公
は
酔
い
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ

て

さ
か
さ
ま
に
車
に
載
せ
て
帰
る
と
い
う
状
態
だ
」
、
江
口
『
懐
風
藻
』

は
「
ひ
っ
く
り
返
し
に
積
み
こ
む
。
酔
っ
て
正
体
の
な
い
者
を
物
質
を

扱

う
よ
う
に
処
理
し
て
い
る
」
、
辰
巳
『
全
注
釈
』
は
「
酔
っ
て
立
て

な
い
状
態
で
馬
車
に
乗
っ
て
帰
る
様
子
」
と
語
釈
す
る
。

　
つ
ま
り
、
杉
本
ま
で
の
旧
注
で
は
「
物
を
倒
に
す
る
」
解
釈
で
あ
り
、

小
島
以
降
か
ら
「
酔
っ
て
い
る
者
を
倒
に
す
る
」
解
釈
に
な
る
。

　
稿
者
が
考
え
る
に
、
「
日
夕
倒
載
蹄
」
（
『
蒙
求
』
）
の
「
昼
か
ら
夕
方

ま
で
」
で
は
、
「
酒
食
を
傾
け
倒
し
て
帰
る
」
で
も
良
い
と
思
わ
れ
る

が
、
「
日
莫
倒
載
錦
」
（
『
世
説
新
語
」
）
の
「
夕
方
傾
け
倒
す
」
で
は
、

「
酔
っ
て
い
る
者
を
倒
に
す
る
」
解
釈
が
良
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て

A
「
群
公
倒
載
帰
」
の
「
群
公
」
で
は
、
ま
た
違
っ
て
い
る
よ
う
に
も

思
え

る
。
主
語
が
「
群
公
」
と
す
る
と
「
何
を
倒
載
す
る
の
か
？
」
と

考
え

る
と
、
旧
注
の
解
釈
も
わ
か
る
が
、
「
倒
載
」
す
る
「
何
を
」
は

「
酔
っ
た
者
た
ち
」
と
解
釈
す
る
小
島
以
降
の
方
向
を
と
り
た
い
。

　
ま
た
B
百
済
公
和
麻
呂
詩
も
「
誰
載
習
池
車
」
と
あ
る
の
で
、
「
載

せ

る
」
の
は
「
誰
か
」
1
1
「
人
」
で
あ
る
。
解
釈
自
体
は
小
島
『
大
系
』

以
下
で
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
A
「
群
公
」
は
唐
詩
に
も
用
例
の
多
い
語
で
あ
る

が
、
中
唐
の
戴
叔
倫
の
「
奉
酬
盧
端
公
飲
後
贈
諸
公
見
示
之
作
」
詩
に

F當
時
不
敢
欝
先
酢
，
誤
逐
群
公
倒
載
還
」
と
あ
る
。
「
帰
」
と
「
還
」

と
の
違
い
が
あ
る
が
、
非
常
に
近
い
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
詩
全
体

と
し
て
の
近
似
は
無
い
。

　
本
節
で

は
、
A
大
津
皇
子
詩
に
み
え
る
「
彰
澤
宴
」
「
倒
載
帰
」
と
、

B
百
済
公
和
麻
呂
詩
に
見
え
る
「
習
池
車
」
と
い
う
表
現
が
ど
の
よ
う

な
文
学
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
か
を
考
え
て
み
た
。
こ
こ
で
は
諸
注
を
再

考

し
、
次
に
同
時
代
資
料
で
あ
る
『
蒙
求
』
を
参
考
資
料
と
し
て
比
較

し
て
き
た
。

　
山
簡
の
故
事
で
あ
る
「
倒
載
錦
」
「
習
池
車
」
は
多
く
の
文
献
に
も

採
録

さ
れ
、
『
蒙
求
』
は
例
の
一
つ
と
し
て
の
位
置
し
か
示
せ
な
い
。

し
か
し
「
彰
沢
宴
」
に
関
し
て
は
、
『
蒙
求
』
に
よ
っ
て
他
の
資
料
で

は
明
示
さ
れ
な
い
陶
淵
明
の
「
酒
」
　
r
酒
之
會
」
が
解
り
や
す
く
な
る
。

本
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
諸
注
の
調
査
範
囲
外
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
き
た

唐
の
中
頃
以
降
の
資
料
を
参
考
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
問
う
も
の
で

あ
る
。

二
、
詩
表
現
と
し
て
の
山
簡
と
陶
淵
明

　
前
節
で
は
、
山
簡
と
陶
淵
明
の
酒
に
ま
つ
わ
る
話
を
主
に
散
文
の
側

か

ら
考
察
し
て
み
た
。
本
節
で
は
A
大
津
皇
子
「
春
苑
言
宴
」
詩
と
、
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B
百
済
公
和
麻
呂
「
初
春
於
左
僕
射
長
王
宅
議
」
詩
に
見
ら
れ
る
故
事

を
、
韻
文
の
側
か
ら
見
て
い
こ
う
と
思
う
。

　
山
簡
と
陶
淵
明
の
故
事
を
念
頭
に
、
中
国
の
唐
ま
で
の
韻
文
の
資
料

を
探
っ
て
ゆ
く
と
、
ど
う
し
て
も
、
冒
頭
に
触
れ
た
『
高
宴
詩
』
に
向

か
い

合
う
こ
と
に
な
る
。

　
前
述

し
た
よ
う
に
、
『
高
宴
詩
」
の
成
立
は
『
懐
風
藻
』
と
近
い
が
、

詩
自
体
の
成
立
は
『
懐
風
藻
』
と
同
じ
様
に
時
期
に
差
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
稿
者
と
し
て
は
『
懐
風
藻
』
詩
よ
り
や
や
早
い
成
立
程
度
に
認

識

し
て
い
る
（
伝
来
の
問
題
は
ま
た
別
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
し
て
は
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

述
す

る
）
。
『
高
宴
詩
』
の
伝
来
を
否
定
す
る
論
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
見
地
で
も
、
同
時
代
の
資
料
と
し
て
『
懐
風
藻
』
詩
を
考
察
す
る
た

め

の

1
サ

ン

プ

ル

と
し
て
考
察
す
る
必
要
性
を
問
い
た
い
。

　
次
に
『
高
宴
詩
』
所
収
の
詩
群
の
中
で
も
、
特
に
山
簡
を
多
く
詠
み

込
む
「
晦
日
重
宴
」
の
詩
群
を
あ
げ
て
み
る
。

F晦
日
重
宴
」
序
云
云
訣
凡
八
人
同
用
池
字
為
韻
　
高
正
臣

①
芳
辰
重
游
祈
、
乗
景
共
追
随
。
班
荊
陪
奮
識
、
傾
蓋
得
新
知
。

　
水
葉
分
蓮
沼
、
風
花
落
柳
枝
。
自
符
河
朔
趣
、
寧
羨
円
圓
噺
圃
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

韓
仲
宣

②
鳳
苑
先
吹
晩
、
龍
棲
夕
照
披
o
陳
遵
已
投
轄
、
田
因
正
坐
池
。

　

落

日
催
金
奏
、
飛
霞
送
玉
厄
。
此
時
陪
綺
席
、
不
酔
欲
何
為
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
嗣
初

③
年
華
藷
芳
限
、
春
溜
満
新
池
。
促
賞
依
三
友
、
延
歓
寄
一
厄
。

　
鳥
聲
随
管
愛
、
花
影
逐
風
移
。
行
樂
方
無
極
、
滝
留
惜
晩
礒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
理

④
忽

聞
鶯
響
谷
、
於
此
命
相
知
。
正
開
閨
幽
、
來
向
周
陽
幽
。

　
柳
葉
風
前
弱
、
梅
花
影
庭
危
。
賞
治
林
亭
晩
、
落
照
下
参
差
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陳
嘉
言

⑤
高
門
引
冠
蓋
、
下
客
抱
支
離
。
綺
席
珍
蓋
満
、
文
場
翰
藻
摘
。

　
萱
ハ
華
彫
上
月
、
柳
色
謁
春
池
。
日
斜
蹄
戚
里
、
連
騎
勒
金
羅
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
彦
暉

⑥
春
華
婦
柳
樹
、
傭
景
落
萱
ハ
枝
。
置
騨
銅
街
右
、
開
莚
玉
浦
唾
。

　
林
煙
含

障
密
、
竹
雨
帯
珠
危
。
興
蘭
巾
働
劇
、
囮
閨
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
崎

⑦
駕
言
尋
鳳
侶
、
乗
歓
傭
雁
池
。
班
荊
逢
奮
識
、
勘
桂
喜
深
知
。

　
紫
蘭
方
出
径
、
黄
鶯
未
噂
枝
。
別
有
陶
春
日
、
青
天
雲
霧
披
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
思
鈎

⑧
綺
錘
乗
晦
景
、
高
宴
下
陽
池
。
濯
雨
梅
香
散
、
含
風
柳
色
移
。

　
輕
塵
依
扇
落
、
流
水
入
弦
危
。
勿
顧
林
亭
晩
、
方
歓
雲
霧
披
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陳
子
昂

⑨
公
子
好
追
随
、
愛
客
不
知
疲
。
象
莚
開
玉
撰
、
翠
羽
飾
金
厄
。

　
此
時
高
宴
所
、
拒
減
　
m
圃
o
循
涯
倦
短
翻
、
何
虞
麗
長
離
。

　
右
に
は
様
々
な
故
事
が
詠
み
込
ま
れ
、
稿
者
に
は
『
懐
風
藻
』
詩
と

の

比
較
研
究
の
糸
口
と
し
て
非
常
に
興
味
を
ひ
か
れ
る
。
ま
た
、
当
時

の

宴
詩
の
表
現
の
あ
り
方
と
し
て
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
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右
の

う
ち
明
確
に
山
簡
の
故
事
を
詠
み
込
ん
だ
詩
と
し
て
は
右
詩
群

に

5
首
が
指
摘
で
き
、
①
「
高
陽
池
」
、
②
r
山
公
」
、
④
F
高
陽
池
」
、

⑥

F倒
載
」
「
山
公
」
、
⑨
F
習
家
池
」
と
見
ら
れ
る
。

　
前
節
の
山
簡
の
故
事
を
振
り
返
る
と
、
山
簡
（
通
称
山
公
）
は
「
習

家
の
池
」
を
「
高
陽
池
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
右
の
五
首
は
山
簡
の
故

事
の
端
的
な
語
句
を
詠
み
込
ん
で
い
る
の
が
わ
か
る
。
唐
詩
で
は
山
簡

の

故
事
を
詠
み
込
む
例
は
多
く
、
前
節
で
見
た
中
唐
の
戴
叔
倫
詩
に
見

え

る
「
群
公
倒
載
還
」
も
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
詩
群
と

し
て
見
る
と
、
他
に
例
を
見
な
い
。

　
中
で
も
A
大
津
皇
子
詩
に
見
え
る
「
倒
載
」
の
語
は
⑥
周
彦
暉
の
詩

中
に
見
え
る
が
、
④
高
理
の
詩
の
対
で
は
、

A
大
津
皇
子
詩
…
群
公
働
劇
岨
、
誰
論
闇
園
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
高
理
の
詩
　
…
正
開
國
圏
圃
、
來
向
圓
楊
幽
。

と
あ
り
、
語
を
変
え
て
A
大
津
皇
子
詩
と
同
じ
山
簡
と
陶
淵
明
の
故
事

を
対
で
詠
み
込
ん
で
い
る
。

　
こ
の
類
似
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
偶

然
の
一
致
。
当
時
の
作
詩
背
景
で
は
右
の
二
つ
の
故
事
の
併
用
は
一
般

的
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
現
存
す
る
六
朝
詩
や
『
全
唐
詩
』

な
ど
を
読
む
限
り
、
管
見
に
し
て
そ
れ
は
言
え
な
い
。
こ
の
二
つ
の
故

事
の
併
用
は
探
し
出
せ
な
い
。

　
次
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
A
大
津
皇
子
が
右
の
詩
群
を
見
て
い
た

可
能
性
で

あ
る
。
仮
に
、
年
代
が
よ
く
わ
か
る
陳
子
昇
（
六
六
一
～
七

O
D
を
基
準
に
し
て
見
る
と
、
陳
子
昇
が
進
士
に
及
第
し
た
の
が
六

八
二
年
で

あ
る
の
に
対
し
、
大
津
皇
子
が
二
十
四
歳
で
「
賜
死
」
し
た

の

が
持
統
即
位
前
紀
赤
鳥
元
年
（
六
八
六
）
十
月
三
日
で
あ
る
。
そ
の

間
、
四
年
し
か
無
い
。
大
津
皇
子
が
右
の
詩
群
を
見
て
い
た
と
は
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

く
い
o
こ
れ
に
関
し
て
は
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
稿
者
は
『
万
葉

集
』
大
津
皇
子
歌
で
論
じ
ら
れ
る
仮
託
説
を
『
懐
風
藻
』
大
津
皇
子
作

の

詩
で

も
あ
て
は
ま
る
と
考
え
て
い
る
。
「
仮
託
」
に
も
色
々
解
釈
が

あ
る
だ
ろ
う
が
、
稿
者
は
「
伝
大
津
皇
子
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で

解
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
津
皇
子
詩
全
体
と
し
て
、
小
島
氏
の
「
臨
終
詩
」
論
以
降
か
ら
、

仮
託
説
の

方
向
性
も
持
っ
て
き
て
い
る
が
、
稿
者
も
A
大
津
皇
子
詩
も

本
人
の

作
で

は
な
く
、
大
津
皇
子
没
後
、
『
懐
風
藻
』
が
成
立
し
た
天

平
勝
｛
M
l
l
l
　
（
七
五
一
）
年
頃
ま
で
の
六
十
余
年
の
間
に
「
大
津
皇
子
作
」

と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
詩
で
あ
る
と
考
え
る
。
『
万
葉
集
』
初
期
の

歌
に

多
く
見
ら
れ
る
形
態
で
あ
る
。

　
か

つ
て

別
稿
で
、
『
高
宴
詩
』
所
収
の
別
の
詩
群
と
長
屋
王
（
七
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

九
年
没
）
宅
の
宴
詩
と
の
簡
単
な
比
較
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

類
似
は

A
大
津
皇
子
詩
よ
り
解
り
や
す
い
。
稿
者
は
長
屋
王
宅
で
の
宴

詩
が
成
立
す
る
頃
ま
で
に
、
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
。

そ
の
間
、
遣
唐
使
が
第
七
回
（
七
o
二
年
）
・
第
八
回
（
七
l
六
年
）

と
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
右
の
詩
群
が
正
規
な
交
流
上
で
の
伝
来
だ
と
す
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る
と
、
年
代
的
に
こ
の
1
1
回
の
遣
唐
使
が
も
た
ら
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
詩
群

と
し
て
の
比
較
も
以
前
別
稿
に
て
触
れ
た
が
、
上
代
日
本
人
が

作
詩

を
す
る
際
、
手
本
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、
各
種
の
詩
群
が
存
在

し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
夙
に
高
潤
生
氏
が
指
摘
す
る
「
送

金
城
公

主
」
詩
群
と
『
懐
風
藻
』
の
釈
弁
正
「
与
朝
主
人
」
詩
と
の
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

似
は

最

も
著
名
で
解
り
や
す
い
例
で
あ
る
。
A
大
津
皇
子
詩
と
「
晦
日

重
宴
」
詩
群
と
の
近
似
も
そ
れ
ら
と
同
列
に
位
置
し
て
い
る
と
見
た
い
。

　
そ

こ
で
詩
群
と
し
て
、
お
お
ま
か
に
比
較
を
行
っ
て
み
る
と
、
A
大

津
皇
子
詩

「
臨
霊
沼
」
に
類
す
る
語
と
し
て
見
る
と
、
韻
が
「
池
」
で

あ
る
せ
い
も
あ
り
、
①
に
「
蓮
沼
」
・
「
高
陽
池
」
と
あ
る
他
、
②

F座
池
」
、
③
F
新
池
」
、
④
F
高
陽
池
」
、
⑤
r
春
池
」
、
⑥
r
習
池
」
、

⑦

「
雁
池
」
、
⑧
r
下
陽
池
」
、
⑨
F
習
家
池
」
な
ど
の
様
に
池
を
中
心

に

水
辺
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
実
景
と
し
て
の
「
池
」
ば
か
り
で
な
く
、
先
に
も
あ
げ
た

よ
う
に
山
簡
の
故
事
の
内
容
を
用
い
て
、
宴
の
様
子
を
表
現
し
た
も
の

が

多
い
。
A
大
津
皇
子
詩
の
「
霊
沼
」
自
体
の
用
例
は
、
『
文
選
』
を

は
じ
め
と
し
て
、
唐
詩
に
も
初
唐
か
ら
晩
唐
ま
で
、
幅
広
く
見
ら
れ
る
。

既
に

『
懐
風
藻
』
諸
注
に
指
摘
の
あ
る
周
の
文
王
の
故
事
を
元
に
、
派

生

し
て
い
っ
た
表
現
で
問
題
は
無
い
o

　

ま
た
、
A
大
津
皇
子
詩
「
霞
峰
遠
」
に
対
し
て
、
右
「
晦
日
重
宴
」

詩
群
で

は
、
②
「
飛
霞
」
、
③
「
藷
芳
限
」
、
⑤
「
藷
春
池
」
、
⑥
F
林

煙
」
、
⑦
F
雲
霧
披
」
、
⑧
r
雲
霧
披
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　

A
r
霞
峰
遠
」
、
つ
ま
り
遠
景
ば
か
り
と
は
言
え
な
い
が
、
か
す
み
・

も
や
・
き
り
な
ど
で
ぼ
ん
や
り
し
た
景
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宴

詩
の
景
を
表
現
す
る
常
套
で
あ
ろ
う
か
。
初
唐
以
降
の
詩
文
に
は
非
常

に

多
い
。
そ
れ
ら
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
『
懐
風
藻
』
全
体
に
於
い
て

も
、
「
霞
」
「
姻
霞
」
「
霜
」
な
ど
の
表
現
は
非
常
に
多
く
、
中
西
進
氏

　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

「
懐
風
藻
の
自
然
」
、
波
戸
岡
旭
氏
「
『
懐
風
藻
』
に
見
え
る
煙
霞
（
上
）
」

　
　
　
　
ロ
　

F
同
（
下
）
」
や
小
島
憲
之
氏
「
上
代
に
於
け
る
詩
と
歌
1
『
霞
』
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
　

『
霞
』
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
な
ど
他
に
詳
し
い
o
ま
た
、
土
佐
朋
子
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

論
文
に

も
指
摘
が
あ
る
が
、
A
「
霞
峰
」
の
用
例
は
唐
詩
で
は
銭
起
の

4
例
に
限
定
さ
れ
る
。
「
雲
峰
」
で
は
や
や
多
く
、
楊
巨
源
の
「
春
日

送
沈
賛
府
蹄
薄
陽
観
叔
父
」
に
「
花
喚
高
如
浪
，
雲
峰
遠
似
天
」
な
ど

あ
る
。
参
考
ま
で
に
銭
起
で
あ
る
が
、
A
「
苔
水
」
の
用
例
も
唐
詩
で

は
銭
起
の
2
例
と
挑
合
の
1
例
の
み
で
（
「
苔
井
水
」
で
は
李
端
詩
に

1
例
）
あ
り
、
A
大
津
皇
子
詩
と
こ
れ
ら
中
唐
詩
と
の
関
連
を
考
え
さ

せ

ら
れ
る
。
同
時
代
的
な
用
法
と
見
る
べ
き
か
、
中
唐
詩
と
の
直
接
関

係

を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
か
。
後
考
を
侯
ち
た
い
。

　
ま
た
A
「
瞬
鳥
與
風
聞
」
に
対
し
、
「
晦
日
重
宴
」
詩
群
で
は
、
③

F鳥
聲
随
管
攣
」
、
④
F
忽
聞
鶯
響
谷
」
、
⑦
F
黄
鶯
未
噂
p
t
」
　
（
r
未
」

で

あ
る
が
）
な
ど
の
よ
う
に
鳥
・
鴬
の
声
を
読
み
込
む
。

　

A
「
睡
鳥
」
の
語
は
趙
冬
礒
の
「
奉
和
聖
製
送
張
説
上
集
賢
學
士
賜

宴
賦
得
蓮
字
」
詩
に
「
春
除
乃
暁
鳥
」
な
ど
あ
る
。
ま
た
太
宗
皇
帝

F初
夏
」
詩
に
「
暁
鶯
」
、
杜
牧
「
夏
州
崔
常
侍
自
少
常
亜
列
出
領
磨
瞳

十
韻
」
詩
に
「
瞬
夏
鶯
」
、
韓
愈
「
城
南
聯
句
」
に
「
暁
雛
鶯
」
な
ど

と
い
う
よ
う
に
、
「
睡
～
」
は
鴬
が
睡
る
際
に
用
い
る
例
も
多
い
。
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続
い
て
、
水
と
弦
（
琴
）
の
音
が
響
き
あ
っ
て
い
る

て
い

る
）
情
景
が
描
か
れ
る
要
素
と
し
て
、

A
大
津
皇
子
詩
…
「
驚
波
共
弦
響
」

⑧
周
思
鈎
詩
　
…
「
流
水
入
弦
危
」

（入
り
交
じ
っ

と
あ
る
。
A
「
驚
波
共
弦
響
」
に
関
し
て
、
『
懐
風
藻
』
詩
の
う
ち
境

部
王
詩
に

「
弦
即
激
流
聲
」
・
山
田
三
方
詩
に
「
牙
水
含
調
激
」
な
ど

と
、
水
音
を
表
現
す
る
の
に
「
弦
」
「
（
琴
の
）
調
」
を
共
に
詠
み
込
む

典
型
が

あ
る
。
境
部
王
・
山
田
三
方
詩
は
夙
に
伯
牙
の
故
事
を
詠
み
込

ん

で
い

る
と
旧
注
に
指
摘
さ
れ
て
来
て
お
り
、
こ
の
⑧
周
思
鈎
詩
に
お

い

て

も
同
様
に
詠
み
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
A
大
津
皇
子
詩
の
諸

注
に

は
伯
牙
の
故
事
の
指
摘
は
無
い
が
、
直
接
伯
牙
の
故
事
を
ふ
ま
え

た
と
い
う
よ
り
、
間
に
⑧
周
思
鉤
詩
の
右
の
句
が
あ
っ
て
の
表
現
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
『
懐
風
藻
」
詩
で
も
唐
詩
で
も
、
ま
た
右
に
あ
げ

た

「
晦

日
重
宴
」
詩
群
で
も
、
幾
重
に
も
故
事
を
踏
ま
え
る
の
は
常
套

表
現
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
伯
牙
の
故
事
は
『
列
子
』
『
呂
氏
春
秋
』
『
説
苑
』
『
蒙

求
』
に
も
所
収
さ
れ
、
我
が
国
で
も
『
源
氏
物
語
』
横
笛
巻
に
見
え
る

F琴
の
緒
絶
え
に
し
後
よ
り
」
と
い
う
言
葉
な
ど
、
多
く
の
文
献
に
影

響
が
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
稿
者
が
思

う
に
、
『
高
宴
詩
』
に
お
け
る
景
の
表
現
は
、
単
に
こ
の

詩
群
だ
け
の
問
題
で
は
無
く
、
当
時
の
宴
詩
の
表
現
の
パ
タ
ー
ン
や
様

式

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
素
材
の
一
つ
で
あ
る
。
A
大
津
皇
子
詩

の

景
に

つ
い

て

も
、
「
晦
日
重
宴
」
詩
群
と
の
連
関
の
み
で
な
く
、
こ

れ

ら
の
当
時
の
詩
の
パ
タ
ー
ン
や
様
式
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

え
る
。

　
つ
ま
り
、
A
・
B
の
詩
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
『
懐
風
藻
』
詩

人
達
が
詩

を
作
る
際
に
、
詩
と
は
こ
う
描
く
と
い
う
、
先
例
が
存
在
し

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
元
よ
り
、
詩
歌
に
お
い
て
、

景
や

自
然
を
表
現
す
る
際
の
様
式
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。

　
『
懐
風
藻
』
詩
の
理
念
と
し
て
、
最
も
多
い
例
は
『
論
語
』
「
雍
也
」

の

r山
水
仁
智
」
の
理
念
と
と
も
に
表
現
す
る
例
が
あ
る
。
古
く
は
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

田
幸
雄
氏
「
懐
風
藻
に
見
え
る
『
仁
智
』
の
使
用
法
」
（
第
一
・
二
稿
）
、

波
戸

岡
旭
氏
「
『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
の
山
水
観
ー
「
智
水
仁
山
」
の
典

　
　
　
　
　
　
に
　

故
を
中
心
に
ー
」
、
山
谷
紀
子
氏
「
『
懐
風
藻
』
の
「
智
水
仁
山
」
の
受

　
　
　
　
お
　

容
と
展
開
」
な
ど
他
、
多
く
の
方
々
が
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の

F山
水
」
の
表
現
と
は
別
に
『
懐
風
藻
』
に
は
宴
の
場
に
「
林
池
」
を

表
現
す

る
詩
も
多
い
。
こ
の
理
念
と
し
て
は
、
或
い
は
前
述
し
て
き
た

山
簡
の
故
事
が
あ
っ
た
り
、
或
い
は
『
高
宴
詩
』
所
収
詩
群
の
「
林
池
」

の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
り
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
B
詩

に

み

え

る
「
上
林
」
も
あ
る
。

　

そ
れ
ら
は
景
や
自
然
は
眼
前
に
実
在
す
る
以
上
に
、
典
拠
や
理
念
を

表
現
す

る
た
あ
の
素
材
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
詩
作

し
て
い
く
手
法
の
問
題
も
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、

小
谷
博
泰
氏
は
「
万
葉
集
と
庭
園
ー
イ
メ
ー
ジ
モ
デ
ル
と
し
て
の
古
代
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苑
池
ー
」
で
、

つ
ま
り
、
作
品
の
中
の
庭
園
は
、
内
的
世
界
に
お
け
る
庭
園
で
あ
っ

て
、
必
ず
し
も
、
外
的
世
界
、
つ
ま
り
現
実
の
庭
園
と
は
一
致
し

な
い
。
そ
の
内
的
世
界
の
庭
園
を
育
て
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
人
生

経
験
も
あ
る
が
、
多
く
の
漢
詩
や
和
歌
に
よ
る
読
書
体
験
も
こ
れ

に

働
き
か
け
た
で
あ
ろ
う
。

と
、
『
懐
風
藻
』
『
万
葉
集
』
な
ど
の
庭
園
の
表
現
に
関
し
て
論
じ
ら
れ

　
　
　
　
　

て
い

る
。
こ
れ
は
至
言
で
あ
ろ
う
。

　
右
引
用
の
「
晦
日
重
宴
」
詩
群
を
モ
デ
ル
と
し
て
考
え
る
と
、
同
詩

群
は
山
簡
の
故
事
を
詠
ん
で
い
る
。
眼
前
に
現
実
に
「
林
」
や
r
池
」

は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
詩
中
に
現
れ
る
そ
れ
は
内
的
世
界
、

或
い
は
理
念
の
世
界
観
を
表
現
す
る
た
め
の
「
林
」
「
池
」
で
あ
る
。

山
簡
の
故
事
は
そ
の
一
つ
だ
ろ
う
。
上
代
日
本
人
も
作
詩
の
際
、
そ
の

受
容

し
て
い
た
漢
詩
や
和
歌
の
世
界
、
そ
し
て
故
事
の
受
容
か
ら
「
山

水
」
も
「
林
池
」
も
現
出
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
『
高
宴
詩
』
の
各
詩
人
は
、
故
事
を
表
現
す
る
際
、
そ
れ
ぞ

れ

違
い

が
生

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
差
異
も
『
懐
風
藻
』
詩
全
体
を
考
察

す

る
上
で
、
今
後
論
究
し
た
い
点
で
あ
る
。

　
『
懐
風
藻
』
詩
人
達
は
、
中
国
の
先
人
の
詩
群
を
学
び
、
か
み
砕
き
、

自
分
た
ち
の
実
景
や
感
慨
を
述
べ
て
い
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は

剰
窃
や
模
倣
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
の
問
題
で
は
な
く
、
純
粋
に
受
容
と
影

響
の
問
題
で
あ
る
、
詩
人
達
が
漢
詩
と
い
う
も
の
を
学
習
し
た
際
の
習

熟
度
の
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
本
節
で

は
、
『
懐
風
藻
』
所
収
、
A
大
津
皇
子
詩
と
B
百
済
公
和
麻

呂
詩
に
見
ら
れ
る
山
簡
の
故
事
と
、
同
A
大
津
皇
子
詩
に
見
ら
れ
る
陶

淵
明
の
故
事
に
つ
い
て
、
中
国
の
詩
と
の
比
較
を
行
っ
た
。

　
中
国
の
唐
ま
で
の
数
多
く
の
詩
の
中
で
、
「
晦
日
重
宴
」
詩
群
と
A

大
津
皇
子
詩

と
は
非
常
に
近
似
し
た
要
素
を
持
つ
。
稿
者
は
A
大
津
皇

子
詩
に

見

ら
れ
る
「
群
公
倒
載
帰
、
誰
論
彰
沢
宴
」
の
対
と
④
高
理
の

詩

「
正
開
彰
澤
酒
、
來
向
高
陽
池
」
の
対
に
関
し
て
は
影
響
関
係
を
み

て
い

る
。
ま
た
、
双
方
の
景
の
表
現
は
実
景
の
上
に
、
故
事
を
ふ
ま
え

た

理
念
を

詠
み
込
む
。
そ
し
て
そ
の
方
法
は
当
時
の
詩
の
作
詩
パ
タ
ー

ン

や

様
式
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
「
晦
日
重
宴
」
詩
群
と
の
、
F
詩
群
」
と
し
て
の
影
響
関
係
の

あ
り
方
は
、
既
に
高
潤
生
氏
が
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
中
国
の
詩
群
と

『
懐
風
藻
』
詩
と
の
あ
り
方
と
近
似
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お

わ
り
に

　
本

稿
で
は
A
大
津
皇
子
「
春
苑
言
宴
」
詩
と
、
B
百
済
公
和
麻
呂

F初
春
於
左
僕
射
長
王
宅
議
」
詩
に
見
え
る
語
を
中
国
文
学
（
文
化
）

と
の
比
較
か
ら
考
察
し
た
。

　
第
一
節
で
は
、
A
大
津
皇
子
詩
に
み
え
る
「
彰
沢
宴
」
「
倒
載
帰
」

と
、
B
百
済
公
和
麻
呂
詩
に
見
え
る
「
習
池
車
」
と
い
う
表
現
が
ど
の

よ
う
な
文
学
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
か
を
考
え
た
。
中
で
も
本
節
で
は
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『
蒙
求
』
と
の
比
較
を
試
み
た
。
「
彰
沢
宴
」
に
関
し
て
は
、
他
の
資
料

で
は

わ

か

り
に
く
い
陶
淵
明
の
「
酒
」
F
酒
之
會
」
が
理
解
し
や
す
く

な
る
。
諸
注
の
調
査
範
囲
外
の
、
唐
の
初
頭
以
降
の
資
料
を
参
考
に
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
節
で
は
、
山
簡
の
故
事
と
陶
淵
明
の
故
事
に
つ
い
て
、
中
国
の

詩

と
の
比
較
を
行
っ
た
。
中
で
も
、
『
高
宴
詩
』
に
所
収
の
「
晦
日
重

宴
」
詩
群
が
、
A
大
津
皇
子
詩
に
非
常
に
近
似
し
た
要
素
を
持
つ
。
本

節
で
は

A
大
津
皇
子
詩
と
「
晦
日
重
宴
」
詩
群
の
④
高
理
の
詩
の
対
に

影
響
関
係
を
見
た
。

　

こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
「
晦
日
重
宴
」
詩
群
と
の
影
響
関
係
の
あ
り
方

は
、
夙
に
高
潤
生
氏
が
指
摘
す
る
「
送
金
城
公
主
」
詩
群
と
『
懐
風
藻
』

詩

と
の
近
似
に
近
い
。
『
懐
風
藻
』
詩
人
達
が
参
考
に
し
た
り
、
学
習

し
た
詩
は
、
詩
群
の
形
で
受
容
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は

従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
六
朝
か
ら
唐
の
初
頭
ま
で
の
資
料

に

加

え
、
同
時
代
の
資
料
と
の
比
較
が
『
懐
風
藻
』
詩
の
研
究
に
は
重

要
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。
漢
詩
と
い
う
形
態
で
は
、
同
じ
六

朝
か
ら
初
頭
あ
た
り
の
文
化
背
景
を
受
け
て
生
ま
れ
た
表
現
は
、
国
が

違
っ
て
も
似
通
っ
て
い
る
点
も
多
い
は
ず
で
あ
る
。
伝
来
以
外
の
問
題

を
含
め
持
つ
と
考
え
る
。
ま
た
、
民
族
学
と
の
比
較
な
ど
で
よ
く
見
ら

れ

る
構
造
論
的
立
場
か
ら
見
た
場
合
、
本
来
は
更
に
広
い
範
囲
の
文
学

の

と
比
較
も
生
ま
れ
て
い
い
は
ず
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
論
究
の
対
象
が
山
簡
と
陶
淵
明

の

故
事
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
後
は
他
の
多
く
の
故
事
に
つ

い

て

も
、
同
時
代
の
資
料
と
の
比
較
を
行
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※

本
稿
の
本
文
は
、
古
典
文
学
大
系
『
懐
風
藻
』
（
岩
波
書
店
）
、
新
釈

　
漢
文
大
系
『
蒙
求
』
・
『
世
説
新
語
』
（
明
治
書
院
）
、
『
全
唐
詩
』

　
（
中
華
書
局
）
、
『
全
唐
文
』
（
吉
林
文
史
出
版
社
）
、
『
高
氏
三
宴
詩
集
』

　
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
を
用
い
た
。
ま
た
『
宝
物
集
』
は
新
古
典
文

　
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
、
『
源
氏
物
語
』
は
新
編
日
本
文
学
全
集
（
小

　
学
館
）
に
よ
る
。
『
晋
書
』
『
南
史
』
は
中
華
書
局
の
も
の
を
参
考
に

　
し
た
。

※

本
稿
に
あ
げ
た
諸
注
と
そ
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・

釈
清
謹

『
懐
風
藻
新
釈
』
（
丙
午
出
版
社
）
・
…

・

林
古
渓
『
懐
風
藻
新
註
』
（
パ
ル
ト
ス
社
）
－

・

杉
本
行
夫

『
懐
風
藻
」
（
弘
文
堂
）
　
…
…
…
－

．

小
島
憲
之
『
懐
風
藻
（
下
略
）
』
（
岩
波
書
店
）

．

江
口

孝
夫

『
懐
風
藻
』
（
講
談
社
）
　
・
…
…
…

・

辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
（
笠
間
書
院
）
・

こ
れ
ら
の
引
用
に
関
し
て
は
、

※

本
稿
で
は
台
湾
の
中
央
研
究
院

　
院
「
寒
泉
」

　
た
が
、

：
稗
清
謹
『
新
釈
』

…
…
：
林
『
新
註
」

．

杉
本
『
懐
風
藻
』

…
小
島
『
大
系
』

：
江
口
『
懐
風
藻
』

：
辰
巳
『
全
注
釈
』

　
　
　
　
　
　
　

特
に
注
を
施
さ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

r漢
籍
全
文
資
料
庫
」
・
故
宮
博
物

　
　
の
1
1
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
結
果
を
参
考
に
用
い

各
部
分
そ
れ
ぞ
れ
に
注
を
加
え
な
か
っ
た
。
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〈注
〉

　
（
1
）
　
拙
稿
「
大
津
皇
子
『
春
苑
』
考
」
『
日
本
文
学
研
究
』
第
四
〇
号

　
　
　
（
二
〇
〇
三
年
・
二
月
）

　
（
2
）
　
土
佐
朋
子
「
大
津
皇
子
『
春
苑
言
苑
』
詩
の
論
ー
大
津
皇
子
が
目
指

　
　
　
し
た
『
言
宴
』
ー
」
『
古
代
研
究
』
第
四
六
号
（
1
1
0
1
三
年
二
月
）

　
（
3
）
　
新
釈
漢
文
大
系
『
蒙
求
』
他
、
近
年
の
日
本
の
注
釈
書
で
は
、
ほ
ぼ

　
　
　
こ
の
頃
の
成
立
論
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
（
4
）
　
新
釈
漢
文
大
系
の
通
釈
に
よ
る
が
、
漢
籍
国
字
解
全
書
（
早
稲
田
大

　
　
　
学
出
版
部
）
・
新
書
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）
な
ど
、
ほ
ぼ
こ
の
解
釈

　
　
　
に
等
し
い
o

　
（
5
）
　
新
釈
漢
文
大
系
『
世
説
新
語
』
・
中
国
古
典
文
学
大
系
（
平
凡
社
）
・

　
　
　
東
洋
文
庫
（
平
凡
社
）
・
中
国
の
古
典
（
学
習
研
究
社
）
な
ど
は
こ
の

　
　
　
系
統
の
解
釈
を
と
る
。

　
（
6
）
　
一
海
知
義
「
『
倒
載
』
考
」
『
中
国
文
学
論
集
　
一
海
・
太
田
両
教
授

　
　
　
退
休
記
念
』
（
翠
圭
旦
房
）
（
1
1
0
0
1
年
四
月
）

　
（
7
）
　
前
出
（
2
）
に
同
じ

　
（
8
）
　
前
出
（
1
）
に
同
じ

　
（
9
）
　
小
島
憲
之
「
皇
子
大
津
の
文
学
周
辺
」
・
『
歴
史
と
人
物
』
第
八
七

　
　
　
n
p
　
（
1
九
七
八
年
一
一
月
）

　
（
9
）
　
拙
稿
「
中
国
詩
の
受
容
ー
『
懐
風
藻
』
詩
人
達
の
方
法
ー
」
『
懐
風

　
　
　
藻
研
究
』
第
六
号
（
1
1
0
0
0
年
三
月
）

　
（
1
）
　
拙
稿
「
唐
の
公
主
と
『
懐
風
藻
』
」
『
日
本
文
学
研
究
』
第
五
十
四
号

　
　
　
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

　
（
1
2
）
　
高
潤
生
「
『
懐
風
藻
』
と
中
国
文
学
ー
釈
弁
正
「
与
朝
主
人
」
詩
考
ー
」

　
　
　
『
皇
學
館
論
叢
』
第
二
十
七
巻
第
五
号
（
一
九
九
四
年
十
月
）

　
（
1
3
）
　
中
西
進
「
懐
風
藻
の
自
然
」
『
日
本
漢
文
学
史
論
考
』
岩
波
書
店

　
　
　
（
1
九
七
四
年
一
一
月
）

（
1
）
　
波
戸
岡
旭
「
『
懐
風
藻
』
に
見
え
る
煙
霞
（
上
）
」
　
F
同
（
下
）
」
『
漢

　
　
文
学
々
報
』
第
三
十
二
号
（
一
九
八
六
年
一
月
）

（
1
）
　
小
島
憲
之
「
上
代
に
於
け
る
詩
と
歌
ー
『
霞
』
と
『
霞
』
を
め
ぐ
っ

　
　
て
ー
」
『
万
葉
学
論
孜
』
（
一
九
九
o
年
四
月
）

（
1
6
）
　
前
出
（
2
）
に
同
じ

（
1
）
　
前
田
幸
雄
「
懐
風
藻
に
見
え
る
「
仁
智
』
の
使
用
法
」
（
第
一
・
二

　
　
稿
）
『
福
井
高
専
研
究
紀
要
』
第
二
号
（
一
九
六
九
年
三
月
）

（
1
8
）
　
波
戸
岡
旭
「
『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
の
山
水
観
ー
「
智
水
仁
山
」
の
典

　
　
故
を
中
心
に
ー
」
『
国
學
院
雑
誌
』
第
七
九
巻
四
号
（
一
九
八
四
年
一

　
　
o
月
）

（
1
9
）
　
山
谷
紀
子
「
『
懐
風
藻
』
の
「
智
水
仁
山
」
の
受
容
と
展
開
」
『
懐
風

　
　
藻
ー
日
本
的
自
然
観
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
』
笠
間
書
院
（
二
〇

　
　
o
八
年
六
月
）

（
2
0
）
　
小
谷
博
泰
「
万
葉
集
と
庭
園
ー
イ
メ
－
ジ
モ
デ
ル
と
し
て
の
古
代
苑

　
　
池
1
」
『
日
本
文
学
』
五
十
二
巻
五
号
（
1
1
0
0
三
年
五
月
）

※
補
遺
　
大
津
皇
子
詩
の
「
金
苑
」
の
語
は
、
唐
で
は
「
金
園
」

　
寺
院
に
お
け
る
用
例
が
圧
倒
的
多
数
で
あ
る
が
、
『
全
唐
詩
』

　
r
泉
州
刺
桐
花
詠
兼
呈
趙
使
君
」
詩
に
「
石
氏
金
園
無
此
艶
」

　
る
よ
う
な
、
石
崇
の
庭
園
の
印
象
も
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
し
て

陳
陶
の

と
見
え
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